
 第1回学校関係者評価委員会

 平成29年11月29日 水曜日 午後4時00分～午後5時00分

 学校法人 美専学園　北海道芸術デザイン専門学校　１階 会議室

 司法書士　山森鉄夫事務所 所長 山森　鉄夫 (当日欠席）

 有限会社 Ｉ.B.DESIGN 代表取締役 櫻井　俊二

 株式会社 アトリエ・K 一級建築士事務所 代表取締役 河村　和義

 北海道医療生活協同組合 札幌緑愛病院 医事課主任 青山　喜照 (当日欠席）

 北海道芸術デザイン専門学校 学校長 館山　　昭

 北海道医薬専門学校 学校長 西尾　正道 (当日欠席）

 北海道医薬専門学校 副校長 館山　　昭

 学校法人 美専学園 事務長 山崎　嘉久

 北海道芸術デザイン専門学校 就職課長 石川　恭行

 学校法人 美専学園 事務 前田　淳子

 委員長挨拶 館山　　昭

 協議内容

【1】平成29年度　学校関係者評価について

※ 北海道芸術デザイン専門学校・北海道医薬専門学校

学校関係者評価シ-トに基づき自己点検・自己評価総括を分類項目ごと助言をいただく

1． 教育理念・目的・育成人材像等

○ 学校の教育理念・目的・育成人材像は明確になっているか ※ 「熱意・決意・創意」とした理念を実践している。（河村）

○ 各学科の教育目標・育成人材は業界のニーズに ※ デザインを仕事としている者として商業目線から見ると、現役で

向けて方向づけられているか 働いている美専卒業生に会う事が多く、社会に貢献している。（櫻井）

2． 学校運営

○ 運営組織や意思決定機能は組織的で明確になっているか ※ 課題、助言事項なし

※ ホームページ、広報、高校訪問、就職課を通して情報が公開されている。

〇 教育活動に関する情報公開が適切になされているか ※ 情報として、ホームページが充実していれば良い。（河村）

※ 今年からは広報を中心として、ＣＧ･Ｗｅｂ担当教員がＳＮＳでの ※ 今の若い世代の情報収集はネット中心なので、ホームページやＳＮＳでの

情報発信も行っている。 情報発信が良い。（櫻井）

3． 教育活動

○ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ※ 課題、助言事項なし

○ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ※ 課題、助言事項なし

○ 資格取得の指導体制はカリキュラムの中で体系的に位置づけられて ※ 看護の国家試験100％合格というのは素晴らしい。（河村）

いるか

○ 人材育成目標の達成に向け授業が行う事ができるよう要件を備えた ※ 課題、助言事項なし

教員を確保しているか

※ 医薬においては、就職率、資格等合格率により成果が表れるので、

それに向けたカリキュラムが組み立てられている。

4． 学修成果

○ 就職率の向上が図られているか ※ 北海道は特に東京が遠く感じるのか、道内型の就職傾向にある。

※ 北海道芸術デザイン専門学校　(石川就職課長） 学生の内から本州へ行く機会があれば、距離が近く感じられ道外への

28年度は187名と過去最高数の就職内定となっている。 就職も増えるのではないか。（櫻井）

就職への意識の向上、強い意志、経済的状況によって

増加しているが、経済面等で道内企業への就職率が高くなっている。 ※ 建築・インテリア業界は人手不足が深刻で、特に若い世代の人手が不足している。

イラストレーション専攻の専門職への就職率が下がっており、 そのような状況なので、就職に有利なのではないか。（河村）

専門職に就くという意識の低下がみられる。

※ 北海道医薬専門学校(山﨑事務長） ※ 看護・放射線においては資格取得が就職の必須条件となるので、資格取得優先で

28年度も高い就職内定率（98.6%)であり、29年も順調に推移している。 これからも内容の充実をしてほしい。（櫻井）

○ 資格取得率向上の指導計画が適切になされているか ※ 課題、助言事項なし

5． 学生支援

○ 進路・就職に関する支援体制は整備されているか ※ 課題、助言事項なし

○ 学生相談に関する体制は整備されているか ※ 課題、助言事項なし

○ 学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ※ 課題、助言事項なし

6． 教育環境

○ 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修などについて ※ 新校舎を建設したことにより、実習施設としては以前より充実している。（河村）

十分な教育体制を整備しているか ※ 社会に出たときに、ＰＣソフト等の環境に慣れていないと仕事にならないので、

そういう面では対応出来ていて良い。（櫻井）

○ 防災に対する体制は整備されているか ※ 課題、助言事項なし

7． 学生の受入募集

○ 学生募集活動は適正に行われているか ※ 進学先を決定するときには、実際に学校に足を運んで決めることが多いので、

その機会が多い方が何が学べるのか知ってもらえる。（櫻井）

○ 学生募集活動において、教育成果が正確に伝えられているか ※ 興味のある分野で活躍している人が卒業した学校は気になるところなので、

卒業生の存在は大きい。ホームページでの情報発信が大事になる。（河村）

8． 財務

○ 中長期的に学校の財務基盤は安定していると言えるか ※ 課題、助言事項なし

○ 財務について会計監査が適正に行われているか ※ 課題、助言事項なし

9． 法令の遵守

○ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ※ 課題、助言事項なし

10. 情報提供･助言等

○ まとめとして、1～9項目以外にもご意見をいただきたい ※ 地域とのつながりなどで、もっと子供たちにデザインの楽しさを知ってもらいたい。

そのための一役を美専が担えると良いと思う。（櫻井）

※ 行事を通し学生の姿を見るが、希望に満ち溢れていて大変良い。（河村）

【2】平成30年度　学校関係者評価委員会　開催時期案 ※ 平成30年11月予定
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